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<連絡事項>

· 救急蘇生法の研修は本日で終了です。参加されていない方は時間厳守で参加しましょう。

· 本日、小坂先生の勉強会があります。対象者は時間厳守して出席しましょう。

· 本日、午後おいらせ町からの要請で入院予定があります。

その為、部屋移動しています。

櫛桁　武雄様　9号室→12号室

小笠原政勝様　12号室→11号室

入院患者様は9号室の予定です。

　注！入院続いており又、部屋移動もしている為、患者様誤認のないように充分注意しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 木ノ下ツヨ様～8月に入り、8回身体不調の訴えや倒れこむ事があり、8/30から減薬していま

したが、不眠・不機嫌状態・気分変動が出現し、病状不安定な事から主治医

の指示で抗精神薬が増薬となっている。身体症状の訴えはなくなっていまし

たが増薬により再び出現する可能性があるので、精神症状含め身体症状の観

察もしましょう。

＜田名部Dr．カンファレンス＞

· 小笠原　政勝様～びまん性レビー小体病の患者様で、認知症症状・パーキンソン症状・幻視

等が主な症状として表れる疾患です。南山苑入所中は、興奮や徘徊による

転倒が問題となっていた為、薬剤調整によりこれらの状態の軽減を図って

いく事が目標。トイレへ行こうと立ち歩こうとすることが頻回にあり、歩

行不安定な為、転倒しないよう付き添うなど、対応していきましょう。ケ

アはアルツハイマ－型認知症に準じます。(予後は不良)

· 大坪　夏雄様～昨日より点滴施行。点滴は9/9で終了。今後は３ヶ月を目処に、アルコール

依存症治療プログラムを行なう予定です。主治医からの説明に、本人も了解

されており、治療に対する理解は十分に得られているとの事でした。また、

以前久里浜病院でのアルコール依存症治療プログラムに対する強い執着（前

の病院ではこういう風にやった等事細かく話す）があり、当院で提供してい

る治療プログラムの内容を詳しく伝え、具体的なプログラム内容を本人とゆ

っくり話し合いながら決めて、導入していくように対応していく事とします。

· 吹越　弘友紀様～難治性てんかん。7月中旬より発作が頻繁にあり血中濃度も高値だった事か

ら過鎮静の可能性も考えられた。抗てんかん薬は3種類入っている。上肢

硬直(挙上発作)をもう少し押さえていく。体動が見られ始めてきた事に対

し入院当初より発作が治まってきたという事が考えられる。(発作が頻発だ

と意識は朦朧としている) 又、断続的に続く微熱はてんかん発作に起因し

ていると考えます。(繰り返すと体温が上昇する)

安静度はまだベッド上だが、体を自力で起こすことができるようになって

きた為、起き上がれる時は端座位を保つよう見守り、ベッドからの転落等

に注意しましょう。

水様便が続いていた為、本日からシンラック20滴から10滴に変更です。

＜隔離使用患者様について＞

· 和田　昌様(時間隔離)～拒薬・興奮状態見られず。話し掛けもあるが多弁さはない。日中は

臥床傾向にありますが、入浴、食事、整容などの日課は問題無く行

なっています。主治医へ情報提供し、今後の治療方針を検討してい

きましょう。

· 坂　貢様(終日隔離)～30分の時間解放中は、他患者様やスタッフへの対応は穏やかで、トラ

ブルなく過ごされています。一方、再び隔離室へ戻り、一人になると、

怒り口調の独語、放歌、ボクシングの真似をする等の奇異行為、水を

飲みたい・他者が呼んでいるから部屋から出たい等の過要求が見られ

ます。時間解放中は静かに過ごす事が出来ている為、解放時間を数回

設ける等してはどうか？主治医へ情報提供し、今後の治療方針を検討していきましょう。

・櫛桁　武雄様(終日隔離)～徘徊・壁叩き・放尿・脱衣行為が続いている。介入したスタッフの

腕を掴み離さなくなることも見られている。夜間は断続的な睡眠。閉眼したまま徘徊していたり又、動作の緩慢さが見られる為、転倒に注意し歩行状態は問題ないか、最低でも入浴時は全身状態も観察しましょう。(擦過傷はないか、打撲はないか等)又、放尿・失禁がある為トイレ誘導必要ですが、万が一間に合わず放尿・失禁してしまった場合は、それが転倒の原因になったり部屋も不潔になるのですぐ掃除をし、安全で清潔な環境を提供しましょう。













